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T.０１ 遺跡 H２ 掘込石棺墓の調査
西　山　要　一 *
The Excavation of Rock Cut Grave H2 at Bluj al Shamali T.01 Site, Tyr, Lebanon
 Yoichi NISHIYAMA*
Abstract
　We are executing the conservation project of the Bulj al Shamali T.01 Site from 2009 at Tyre in Lebanon. 
　In this project, we find an unrobed rock cut grave (r.c.g.H2).　R.c.g.H2 is a simple coffin on the ground.　And we 
find 1 ceramic mask of God Pan, 260 smal nonstandard glasses beads, 2 large global glasses beads, 1 bronze 
Tyrian coin, 2 shels, 1 unknown bronze good and 1 block seeds in r.c.g.H2. 
　God Pan is the genius of shepherd and Tyrian coin was made in late 1c.AD.　And nonstandard glasses ware 
spiled on making glassware.
　We can clear the style of funeral ceremony, and that the buried person was shepherd and burial time was in 2 c. 
AD. 
　Moreover, we clear that the relation between rock cut grave and underground tomb with wal paintings, and the 
relation between Bruj al Shamali’s community of outskirts and Tyrian community of city by degrees.
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ことが要因であることを明らかにし，将来の TJ ０４ の保存環境確保の貴重なデータとすることができた（西山要
一：２００６，２００７ a，２００７ b，２００８ a，２００８ b）。
　２００９年度に着手したブルジュ・アル・シャマリ地区所在の T.０１ 遺跡は，北に民家が隣接し，草が生い茂り，




　２００９～２０１１年度の調査の結果，地下墓 T.０１ – Ⅰは横長の平面プランの墓室床に６基の岩盤掘込石棺，甕を据え
る坑，供物台を設け，床はモザイク，壁と天井は壁画で飾るなど遺構の構造や規模，特色を明らかにした。また
墓室内からは多数の壷と甕・ランプ・ガラス瓶・人骨・壁画・モザイク等の破片が出土し，さらに床の土砂を除




測定，地下墓室内の微生物調査，遺構の三次元測量などを行った（西山要一：２００９，２０１０ a，２０１０ b，２０１１ a， 
２０１１ b，２０１２）。



















　T.０１ 遺跡の調査区の中心には，孔雀文壁画のある地下墓 T.０１ – Ⅰ，その南東に接するようにして地下墓 
T.０１ – Ⅱ，T.０１ – Ⅰの階段の東西地表部に石切遺構２か所，T.０１ – Ⅰの北東に隣接する地表部に岩盤掘込石棺墓５基
が所在する。そのうち地下墓 T.０１ – Ⅱは２０１１年度調査で新たに存在が明らかになったが，現在は階段下部と墓室
入口を確認しているのみで構造は明らかではない。
　岩盤掘込石棺墓群は主軸を北北西にして並列する５基の石棺（H１～ H５）からなる。石灰岩の岩盤を掘削して棺




　地下墓 T.０１ – Ⅰの北東地表部に接して２００９年に確認していた未開封の掘込石棺 H２ の調査を２０１０年に行った。
東西に並列する５基の石棺（H１～ H５）のうち西から２基目の H２ のみが奇跡的に盗掘を免れていた。
　掘込石棺 H２ は石灰岩岩盤を長さ １８０cm，幅 ６０cm，深さ５０cmに掘削し，東側に３枚，西側に２枚の板石を
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図６　掘込石棺 H２ 出土陶製マスク（ 正面 ・ 側面 ・ 裏面 ）
 １）　レバノン考古総局調査官ナーデル・シクラウィ氏によると，ブルジュ・アル・シャマリ地区および周辺の遺跡では，ディ


































　青銅製コインは直径 ２３mm，厚さ ３ mm，重さ ８．５７gを計る。表にはローマ皇帝か神の横顔像が，裏には“ TYR”
の文字が陽鋳されている。１世紀末頃に鋳造されたものであり，掘込石棺 H２ の築造年代の上限を知ることので
きる貴重な資料である。













　さて，掘込石棺 H１～ H５ は，南北を主軸にして５基が並列して整然と築造され，ともに北側小口を碗形に掘り
込み頭部側とするなどの共通点が多く，この５基が一家族の墓地として構築されていることが考えられる。
　掘込石棺 H１～ H５ と隣接する壁画地下墓 T.０１ – Ⅰでは，地下墓室内の床に６基の掘込石棺が造られている。地
下墓 T.０１ – Ⅰは壁画・碑文とモザイク床の碑文から，リューシスなる人物のために西暦１９６／１９７年に築造された
ことが明らかであるが，この６基の掘込石棺に埋葬された人々も一家族であろうと考えられよう。
　２０１１年の調査では，地下墓 T.０１ – Ⅰの南東側に地下墓 T.０１ – Ⅱの存在が確認された。いまだ階段下部と墓室入
口のみの調査であるが，その主軸は掘込石棺 H１～ H５ の主軸と同じ方向である。また，T.０１ – Ⅰの墓室に降る 
階段東壁と墓室南壁東側は T.０１ – Ⅱの墓室北西側を破壊して構築されていることがわかっていて，T.０１-Ⅱは 
T.０１ – Ⅰより古く構築された地下墓であり，掘込石棺 H１～ H５ と同時期である可能性も示唆される。
　これら地下墓と地表の掘込石棺はともに同じ墓域に築造されている。しかし，盗掘されていてもなお遺物が多
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